
2月6日（火）
16：00-18：15

　バイオバンクに保管される万を超える単位の検体に対し

て、統一的な方法でゲノム配列を解析することは、国内外で

多く取り組まれるようになりました。そして、ゲノム配列に加

えて、プロテオームやメタボロームなどの解析に取り組むバ

イオバンクも増えてきました。

　多数の検体を統一的に解析するためには、大規模な予算

と、そして長い期間が必要になります。一方で、解析手法の発

展は日進月歩であり、昨日は存在しなかった今日の解析があ

り、そして、その新しい解析のためには、新しい検体取得方法

が必要になることもあります。

　バイオバンクのスケールにおいて、検体の取得を計画し、

そして解析を行うためには、3年あるいは5年といった単位

の期間が必要になります。3年後、5年後のニーズを予測し、

そのための検体収集を計画して資金を調達し解析を行うと

いうことを、ニーズを持つ企業・アカデミア側と、バイオバン

ク側とが協力して行うことは、どのようにして可能になるで

しょうか？新しいニーズに機動的に対応して新たな価値を生

み出すバイオバンクの在り方について考えます。
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国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）

事前に申し込みフォームへアクセスし、参加登録をお願いします。
ご登録後、ウェビナー参加に関する確認メールが届きます。
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ポストゲノム時代の
バイオバンク

第6回
バイオバンク  オープンフォーラム

オンライン会議アプリ『Zoom』を使用
オンライン配信

東北大学 東北メディカル・メガバンク機構
AMEDゲノム医療実現バイオバンク利活用プログラム（ゲノム医療実現推進プラットフォーム・ゲノム研究プラットフォーム利活用システム）
「ゲノム医療実現推進のためのバイオバンク・ネットワーク構築とバイオバンク利活用促進に関する研究開発」
［Mail］contact@biobank-network.jp　［Web］https://www.biobank-network.jp

～求められる解析と検体取得～

はじめに　バイオバンクの検体と解析情報16：00～
[一般社団法人日本生物資源産業利用協議会（CIBER）]
主任研究員（代表理事）　池田 純子

総合司会 [東北大学東北メディカル・メガバンク機構]
教授　長神 風二

2月5日（月）まで
実際には2月6日（火）にも登録可能ですが、
事前登録にご協力をお願いします。
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総合質疑・討論17：45～

まとめと閉会18：10～
※イベント終了後、企画者を中心とした本日の振り返りと次回に向けた検討を公開で行います。
　お時間許す方はご参加歓迎します。

メタゲノム解析と複合バイオバンク
[東北大学東北メディカル・メガバンク機構/医学系研究科]
教授　清水 律子

16：50～

利活用関係者から17：30～

ヒトマイクロバイオームデータ収集と
企業視点から見た利活用への課題
[一般社団法人日本マイクロバイオームコンソーシアム（JMBC）]
運営委員長　寺内 淳

17：10～

バイオバンク・ジャパンで進める
プロテオーム・メタボローム解析
[東京大学医科学研究所バイオバンク・ジャパン（BBJ）]
代表　松田 浩一

16：30～

NCGGバイオバンクが蓄積するオミクスデータ
[国立長寿医療研究センター研究所]
研究推進基盤センター長　新飯田 俊平

16：10～
講演

参加費
無料

https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_CKqXLggWQa66Fc5FERvCyw#/registration


